
新たな変異株を監視するための検査体制について 
 
【目的】 
 L452R 変異（デルタ株）に続く、新たな変異株の流入については、早期に発
見し、防疫体制を構築することが必要である。 
 そのため、以下から回収する検体について NGS 解析を定期的に行う体制を構
築する。 
 
【検体回収先】 
 那覇空港、宮古空港、下地島空港、新石垣空港 の空港 PCR 検査 
 県内医療機関（２病院予定） 
 
【回収日】 
 毎週月曜日回収 
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